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コンピュータの機能と構成 

１．コンピュータの基本的な機能 
 大量のデータを記憶し、正確に、速く、順序よく自

動的に処理ができる。 

 プログラムにしたがって情報処理を行って、データ
を入力、記憶、処理（四則演算等）、結果の出力が
必要である。 

 一連の命令が正しく実行されるように制御も必要で
ある。 



コンピュータの５大機能 

 
入力、記憶、演算、出力、制御 



２．コンピュータの基本構成  

① 入力装置（入力）・・・プログラムやデータを
入力する装置 

② 記憶装置（記憶）・・・プログラムやデータを
記憶する装置 

③ 演算装置（演算）・・・加減剰余の四則演算や
大小の比較判断などを行う装置 

④ 出力装置（出力）・・・処理結果を紙面や画面
などに出力する装置 

⑤ 制御装置（制御）・・・プログラムの命令に
従って、入力・記憶・出力および演算装置をタ
イミングよく作動するようにコントロールする
装置 
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計算機のマザーボード（mainboard)により計算機の構
成を理解する。 

CPU 

メモリ 

入出力のインターフェース(interface) 

マザーボード自身は「制御」の役割を果たす。 

場合によって、計算専用の部品をここに差し込む。 



携帯の操作で計算機の構成を理解する。 

iPhoneのSiri を利用するとき 

1. 携帯に向かって話す。 （マイクによる音声の入
力） 

2. 入力された音声を一時メモリに格納すう。 
（CPUを使うの？） 

3. 音声のデータをCPUに送って解析して、音声の指
示を理解する。（CPUの演算部分による計算） 

4. 指示に応じて、答えを画面に表示したり、スピー
カーに出したりする。（出力） 



3. コンピュータの装置 

入力装置 

（ア）キーボード keyboard・・・キーを打つと電気
信号が発生し、データが入力される 

（イ）マウス mouse・・・表示システムのためのX- Y
位置指示器 

（ウ）光学式文字読取り装置（OCR）・・・印字、手
書き文字を読み取る装置 

（エ）音声認識装置・・・音声をマイクから入力し、
その音声に対応するコード化された電気信号を発
生する装置。 

  など 



世界初のマウス 

 ダグラス・エンゲルバート（ Douglas Carl 
Engelbart ）が1960年代に開発した。 

 特許:1967-1987年 

 

世界初のマウスの試作品。 Douglas Carl Engelbart, 2008 

補足： 
 1897年 フェルディナント・ブラウン、ＣＲＴ発明（ブラウン管） 
 1973年 ゼロックス、パソコンAlto発表 ＣＲＴディスプレイでビットマップ（ＧＵＩ）表示 
 1990年 Microsoft、Windows 3.0 ＧＵＩ環境対応ディスプレイの普及 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%AB%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%82%B0%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B2%E3%83%AB%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%82%B9_(%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF)


進展している入力装置 

 タッチ入力(touch input) 

コンピューター画面で指によるタッチ入
力に応答できるようにする機能です。 

 ジェスチャー入力(Gesture input)  

Ɓ例： 任天堂会社のWii、MYOなど 

ハードウェアの設計が基礎ですが、計算
アルゴリズムの開発も重要である。 

 モーションキャプチャ(motion capture) 

映画の作成などに多く使用される 

   など  

Wii 

モーションキャプチャシステムの例 



出力装置 

（ア）プリンター・・・処理結果を用紙に印字する
装置 

（イ）表示装置・・・処理結果をモニターに文字や
図形などで表示する装置 

（ウ）３D プリンター  ・・・設計されたオブ
ジェクトをプラスティックなどの材料によって実
際のもの作る。 



プリンター 

 

次の４つの種類に分類される。 

 

 ドットインパクト方式 

 インクジェット方式 

 サーマル方式 

 レーザー方式 



ドットインパクト方式 

紙に重ねられたインクリボンを金属のピンで打ち付け
て印字する方式、いわゆるインパクト方式の一種で、
動作音が大きい、低解像度であることから一般用途と
しては使われなくなってきた。しかし、インパクトの
特徴を生かして複写伝票の出力として事務分野で使わ
れている。 

 

 

 

 

 

 



インクジェット方式 

インクを微粒子化し、紙に吹き付けて印字する方式。
動作音は静かで安価。さらに一般用として印字の品質
が高いことから一般によく用いられている。 

近年、噴射穴の極微細化が著しく、このために高精細
な印刷結果が得られるようになっている。 

Canonインクジェット・プリンター S520 



  インクジェトプリンタの仕組み 



サーマル方式 

 熱転写方式とも呼ばれ、インクフィルムを熱で溶
かして紙に転写する。 

 動作音は静かで低価格であるが、インクジェット
方式と比較して高解像度にするのが困難かつラン
ニングコストが高いことから、現在ではインク
ジェット方式のほうがよく用いられる。 

 小型軽量に適した比較的簡単な構造で、コストが
抑えられるという特長がある。 

 小売店などで発行されるレシートなどの印刷に使
用されている。 

 



レーザー方式 

 ドラムなどに静電気で印字イメージを記録し（1
ページ分）、ここにトナーを付着させて紙に転写
し、最後にレーザーで加熱してトナーを定着させ
る方式。 

 レーザープリンタは動作音が静か、高品位で高速
印刷が得られる。 

 欠点として、高価格、大消費電力、ウォームアッ
プ時間がかかる、連続紙を用いることができない
ことがあげられる。 



レーザープリンタの仕組み 



表３： プリンタの特徴 

インクジェット レーザー 

印字速度 遅い 速い 

本体価格 安い 高い 

ランニングコス
ト 

安い 高い 

解像度 高い 高い 

印字品質 高い 高い 

動作音 非常に静か 静か 

サイズ 小さい 大きい 



記憶装置 

主記憶装置 

  ・プログラムやデータを記憶 

  ・中央処理装置で直接制御 

  ・記憶素子に半導体を利用 

補助記憶装置 

  ・主記憶装置より記憶容量が大きい 

  ・データの読書き速度は遅い 



（ア）ハードディスク・・・磁気で記録ができる
ディスクで構成される補助記憶装置 

 

（イ）CD, DVD, Blu- ray Disc ・・・レーザ光に
よって情報が記録される光学ディスク 

 

（ウ）フラッシュメモリ・・・メモリと同様、半
導体回路で構成された記憶媒体。メモリと異な
り、電源を供給しなくても情報が保持される。 



CPU) 

演算装置 

 主記憶装置から送られてくるデータについて、四
則演算や大小比較を行う。 

 

制御装置 

 主記憶装置に記憶されているプログラムの命令を
１つずつ取り出して解読し、各装置に指令を与え
る。 



レポート 
Å １）計算機の入力装置であるマウスについて、 マウス移動

の計算に使用される技術や原理を説明しなさい。 

（１つの技術や原理に絞って説明してもいいです。） 

２）５００～１０００文字程度。 

３）PDFファイルを提出しなさい。 

 

Å 締め切り：10月２６日(水） 

Å 提出場所：http://www.cloud2015.org/hp/Computer2016 


